
令和４年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校国語） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

知識及び技能 話す・聞く 書くこと 読むこと 

68.4% 
(10.3問/15問) 

4.58% 67.9% 83.1% 66.4% 83.2% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1 

一１ 文の主語を選択する 選択 77.8% 77.0% +0.8 

一２ 文の主語を選択する 選択 74.3% 74.8% -0.5 

二 
文中の「長い」がくわしくしている言葉として適切な

ものを選択する 
選択 64.2% 69.5% -5.3 

三 
ことわざの使い方の例として，【ノートの一部】の空

欄に入る適切なものを選択する 
選択 84.0% 73.1% +10.9 

２  応募のきまりを守っていないものを選択する 選択 83.2% 69.7% +13.5 

３ 

一 
インタビューの【記録の一部】の   で，山本さんがど

のような意図で質問しているか，適切なものを選択する 
選択 83.1%  78.5% +4.6 

二 
場に応じた言葉づかいになるよう，適切な敬語を選択

する 
選択 76.1% 74.6% +1.5 

三 
友だちからの【アドバイス】をもとに，インタビューした内容

を整理して【新聞の下書きの一部】の   部分を書き直す 
記述 61.4% 51.6% +9.8 

４ 

一 
公衆電話について調べたことを【報告する文章】で〈資料２〉

をどのような目的で用いているか，適切なものを選択する 
選択 76.8% 80.1% -3.3 

二 
公衆電話について調べたことを【報告する文章】で〈資料３〉

をどのような目的で用いているか，適切なものを選択する 
選択 80.2% 83.1% -2.9 

三 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の「（２）

公衆電話にはどのような使い方や特ちょうがあるのか」

における書き方の工夫として適切なものを選択する 

選択 74.3% 62.8% +11.5 

四 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の空

欄に「２ 調査内容と結果」の（１）と（２）で分か

ったことをまとめて書く 

記述 39.5% 30.1% +9.4 

五（１）

ア 
「かぎ（らず）」を正しく漢字で書く 短答 62.2% 69.3% -7.1 

五（１）

イ 
「かんしん（をもってもらいたい）」を漢字で書く 短答 41.6% 33.7% +7.9 

五（２） 
１文を，接続語「そこで」を使って２文に分けて書き

直す 
短答 47.9%  47.3% +0.6 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

1一１ 1一２ 1二 1三 ２ 3一 3二 3三 4一 4二 4三 4四 4五(１)ア4五(１)イ 4五(２)



【改善が図られた問題】 

・ことわざを正しく使っている文を選択する問題（１三） 

・資料から必要な情報を見付ける問題（２） 

・相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を選択する問題（４三） 

 

【課題が見られる問題】 

  ・示された修飾語が詳しくしている言葉を選択する問題（１二） 

・自分の考えとその理由を明確にし，まとめて書く問題（４四） 

・「限（らず）」を漢字で書く問題（４五（１）ア） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ４四 の設問 （正答率：39.5 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，まとめて書くことが

できるように指導する 

【小学校第５学年及び第６学年】 Ｂ 書くこと 

 ウ 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事

実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫すること。 

自分の考えが相手に伝わるように書くためには，事実と考えとを区別して書

いたり，理由を明確にして自分の考えをまとめたりすることが大切です。その

際，文章の種類や特徴を踏まえて書くことが重要です。 

本問のような調べたことを報告する文章では，調べた結果から自分がどのよ

うな考えをもったかを述べることになります。その際，調べて分かった事実が

自分の考えを支える理由や事例となります。これを踏まえ，より説得力をもっ

て自分の考えを伝えるためには，調べて分かった事実の中からふさわしいもの

を取り上げ，自分の考えとの関係を十分に捉えて書くことが重要です。また，

調べた目的と，調べた結果に基づく自分の考えとがずれることのないように書

くことが大切です。 

文章全体の構成を踏まえて書くことも重要です。調べたことを報告する文章

は，「調査の目的や方法」，「調査の結果とそこから考えたこと」などで構成し，

内容を書き分けるという特徴をもっています。このような文章全体の構成に即

して，自分の考えの理由を明確にして書くことが大切です。 

《調べた結果を整理して，書くために必要な事柄を選ぶ》 

・「分かったこと」と「考えたこと」とが結び付くかを確かめることができるよ

う，例えば，付箋に書いたものを表に整理して視覚的に捉えることができる

ようにします。 

  《報告する文章の構成表を作る》 

・見出しに沿って書く事柄を組み立てる際，「調査の内容と結果」には事実を，

「調査結果をもとに考えたこと」には考えを，それぞれ区別して組み立てる

ようにするなど，構成に即して書き進めることができるようにします。 

・調べて分かったことなどの事実から自分の考えをもつことができるように指

導します。事実と考えとの違いについては，教材文等を用いた学習の中で，

その違いを確かめる指導をすることが考えられます。 

・事実と考えとを区別して書くには，事実を客観的に書いたり，その事実と感

想や意見との関係を十分捉えて書いたりすることが重要です。また，文末表

現に注意して書くように指導することも重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット（小学校）」内の「国語 第 15 弾 学校生活で気になることを

調べて，報告する文章を書こう sko_viva15004」から，ダウンロードできます。 

 ＊生徒の端末では，「ＣＢＴシステム」にログインし，「ワークシート」内の「小学校→５年生

→国語→書くこと」の「学校生活で気になることを調べて，報告する文章を書こう③」から，

上記のワークシートをダウンロードできます。 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた

授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

知識及び技能 話す・聞く 書くこと 読むこと 

54.6% 
(8.7問/16問) 

5.34% 52.0% 54.7% 56.3% 52.5% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1 

一 
適切な語句を選択する（立場の異なる両者の主張は終

始一貫して変わらず，最後まで結論が出なかった） 
選択 71.0% 76.5% -5.5 

二 
適切な語句を選択する（生徒会長候補として，白羽の

矢が立つ） 
選択 47.8% 54.1% -6.3 

三 相手や場面に合わせて正しい敬語を選択する 選択 62.2% 61.6% +0.6 

四１ 
傍線部「入っていた」の主語として，適切なものを選

択する 
選択 42.2% 43.9% -1.7 

四２ 
主語と述語の関係が正しくないものを選び，つながり

が合うように正しく書き直す 
短答 63.3% 55.0% +8.3 

四３ 

「胸をなで下ろした。」を文末に用いた一文を，主語
を明らかにし，「誰（何）」が「どうした」から「胸を
なで下ろした」のかが分かるように書く 

短答 35.6% 28.4% +7.2 

五 
一文を接続語「そこで」を使って二文に分けて書き直

す 
短答 46.0% 36.7% +9.3 

六 
行書の基礎的な書き方について，適切なものを選択す

る 
選択 47.6% 45.6% +2.0 

２ 

一 
登場する人物の相互関係を整理したものに当てはま

る人物の組み合わせとして適切なものを選択する 
選択 70.2% 74.0% -3.8 

二 
「どれもこれも蔵しているのはなかった」の意味とし

て適切なものを選択する 
選択 54.5% 58.6% -4.1 

３ 

一 
話合いでの発言の役割について説明したものとして

適切なものを選択する 
選択 64.4% 73.0% -8.6 

二 
話合いでの発言について説明したものとして適切な

ものを選択する 
選択 55.5% 64.9% -9.4 

三 
話合いの流れを踏まえ，「どうするか決まっていない

こと」について自分の考えを書く 
記述 44.1% 51.0% -6.9 

４ 

一 文章全体の構成について，適切なものを選択する 選択 59.7% 64.9% -5.2 

二 
文章中の図が，どのようなことを説明するために示さ

れているかについて，適切なものを選択する 
選択 76.4% 81.8% -5.4 

三 
複数の資料から適切な情報を得て，自分の考えを具体

的に書く 
記述 32.8% 46.0% -13.2 
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1一 1二 1三 1四１ 1四２ 1四３ 1五 1六 2一 2二 3一 3二 3三 4一 4二 4三



【改善が図られた問題】 

・主語と述語の関係が正しくなるよう文を書き直す問題（１四２） 

・接続語を使って一文を二文に分けて書き直す問題（１五） 

 

【課題が見られる問題】 

・話し合いの話題や方向を捉え，発言の役割として適切なものを選択する問題 

（３一） 

・話し合いの中で相手に分かりやすく伝わるように表現を工夫している発言に

ついて，その工夫として適切なものを選択する問題（３二） 

・複数の資料から適切な情報を得て，それらを関連付けて自分の考えを具体的

に書く問題（４三） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ４三 の設問 （正答率：32.8 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    複数の資料から適切な情報を得て，それに対する自分の考えを具体的に書

くことができるよう指導する 

【第１学年】 Ｂ 書くこと 

 ウ 根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫す

ること。 

【第１学年】 Ｃ 読むこと 

 オ 文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなものにす

ること。 

説得力がある文章にするためには，自分の考えを支える根拠を明確にして書

くように指導することが大切です。その際，自分の考えを支える根拠として，

複数の実例や専門的な立場からの知見などを示すように指導することも重要で

す。例えば，課題に沿って文章や図表などから必要な情報を根拠として取り出

して，自分の考えを書く学習活動などが考えられます。 

また，説明的な文章を読む際には，文章の構成や展開を捉え，内容を的確に

理解するように指導することが大切です。その際，生徒自身が目的意識をもっ

て文章を読み，必要な情報を整理することができるように指導することが大切

です。 

 

③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット(中学校)」内の「国語 第 22 弾 書くこと cko_viva22007」

から，ダウンロードできます。 

 ＊生徒の端末では，「ＣＢＴシステム」にログインし，「ワークシート」内の「中学校→２年生

→国語→書くこと」の「複数の資料から必要な情報を読み取り，自分の立場を明確にして意

見を書こう」から，上記のワークシートをダウンロードできます。 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた

授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和４年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校数学） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 
 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 図形 測定 
変化と 

関係 

データの 

活用 

61.9% 
(10.5問/17問) 

1.45% 60.2% 62.6% 75.8% 49.4% 72.2% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1  100-20×4 を計算する 短答 86.6% 79.4% +7.2 

２  □÷0.8の商の大きさについて，正しいものを選ぶ 選択 64.7% 64.9% -0.2 

３  
一万の位までの概数にしたときに，20000になる数を

選ぶ 
選択 55.6% 62.8% -7.2 

４  答えが 15÷0.6の式で求められる問題を選ぶ 選択 38.0% 39.6% -1.6 

５  
４ｍのリボンの長さは 10ｍのリボンの長さの何倍か

を求める 
短答 34.2% 44.2% -10.0 

６  円柱の体積を求める 短答 63.5%  － － 

７  
三角形ＡＢＣと合同な三角形をかくことができる条

件を選ぶ 
選択 66.9% 70.7% -3.8 

８ 

（１） 直角三角形の面積を求める 短答 59.6% － － 

（２） 
直角三角形を組み合わせた図形の面積について分か

ることを選ぶ 
選択 75.8% 71.1% +4.7 

（３） 
二等辺三角形を組み合わせた平行四辺形の面積の求

め方と答えを書く 
記述 47.2% 45.3% +1.9 

９  
分速 70ｍの速さで２時間歩いたときの道のりを求め

る 
短答 41.3% 47.0% -5.7 

10  
ＡとＢの２つの小屋の混み具合を比べる式の意味に

ついて，正しいものを選ぶ 
選択 58.1% 63.5% -5.4 
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 8(1) 8(2) 8(3) ９ 10 11(1) 11(2) 12(1) 13(1) 13(2)



11 

（１） 反復横とびの記録の中央値を求める 短答 71.9% 42.4% +29.5 

（２） 度数分布表について，ある階級の度数を求める 短答 85.3%  74.8% +10.5 

12  示された事柄が両方当てはまるグラフを選ぶ 選択 72.8% 63.6% +9.2 

13 

（１） 
2010年の市全体の水の使用量が 1980年の市全体の水

の使用量の約何倍かを，棒グラフから読み取って書く 
短答 82.0% 82.1% -0.1 

（２） 
二つの棒グラフから，一人当たりの水の使用量につい

てわかることを選ぶ 
選択 48.8% － － 

 

【改善が図られた問題】 

・与えられた資料から中央値を求める問題（11（１）） 

・与えられた資料の度数分布表について，ある階級の度数を求める問題 

（11（２）） 

・折れ線グラフから変化の特徴を読み取る問題（12） 

 

【課題が見られる問題】 

  ・示された位までの概数にする際，一つ下の位の数を四捨五入して処理する方

法を問う問題（３） 

・何倍かを求めるために除法を用いることを問う問題（５） 

・速さと時間を基に，道のりを求める問題（９） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ５ の設問 （正答率：34.2%）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    基準量よりも比較量の方が小さい場面で，割合（倍）が１より小さくなる

ことを理解できるよう指導する 

【第４学年】 Ａ 数と計算 

（４）小数とその計算に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア）ある量の何倍かを表すのに小数を用いることを知ること。 

 （エ）乗数や除数が整数である場合の小数の乗法及び除法の計算ができる

こと。 

指導に当たっては，「Ａの□倍がＢ」などの表現から，ＡとＢの関係を捉え，

Ａが基準量であり，Ｂが比較量であることを判断できるようにすることが重要

です。「比較量÷基準量＝割合」，「基準量×割合＝比較量」，「比較量÷割合＝基

準量」について，具体的な問題場面を解決する過程で理解できるようにするこ

とが大切です。その際，問題場面の未知の数量を□などとして，「基準量×割合

＝比較量」という式に表すことから考えを進めていく活動が考えられます。 

本問題の場合，青のリボンが基準量，赤のリボンが比較量になり，何倍かを

求めることは，「10ｍを１とみたとき，４ｍはその幾つ分か」を求めることに

なります。例えば，問題の図に「１」，「□」を表し，およその見当を付けて，

４ｍは１より小さくなることを視覚的に捉えることで，４÷10と立式するこ

とが考えられます。また，割合（倍）が１より大きい場合と小さい場合の両方

について，「10÷４」，「４÷10」の式や数直線などを並べて提示し，双方を比

較して関係を捉えられるようにすることも考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット（小学校）」内の「算数 第 12弾 倍の計算 ssa_viva12006」

から，ダウンロードできます。 

 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と式 図形 関数 
データの 

活用 

51.6% 
(10.3問/20問) 

5.72% 58.3% 60.2% 37.8% 47.5% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1  ２×(－５２)を計算する 短答 64.0% 70.6% -6.6 

２  －５，０，１，３，4.5の中から自然数を全て選ぶ 選択 53.3% 45.7% +7.6 

３  

「１個 a円の品物を２個買った代金は 1000円より安

い。」という数量の関係を表した式として正しいもの

を選ぶ 

選択 63.8% 67.3% -3.5 

４  ２x＝x＋３の解について正しい記述を選ぶ 選択 52.2% 53.7% -1.5 

５  角の二等分線の作図の根拠となる対称な図形を選ぶ 選択 65.5% 66.1% -0.6 

６  
中心角 120°の扇形の面積について正しいものを選

ぶ 
選択 70.9%  68.6% +2.3 

７  
立体の辺が底面に垂直であるかどうかを調べる方法

として，正しいものを選ぶ 
選択 49.9% 57.4% -7.5 

８  円錐と円柱の体積を比較し，正しい図を選ぶ 選択 59.4% 47.9% +11.5 

９  
与えられた表を基に，宅配サービスの重量と料金の関

係を，「…は…の関数である」という形で表現する 
短答 36.5% 35.4% +1.1 

10  
比例 y＝２x について，x の値が１から４まで増加し

たときの yの増加量を求める 
短答 25.2% 47.5% -22.3 

11  反比例のグラフから表を選ぶ 選択 52.2% 46.7% +5.5 

12  
比例のグラフから，xの変域に対応する yの変域を求

める 
短答 37.3% 57.1% -19.8 

13  反復横とびの記録の範囲を求める 短答 54.2% 40.2% +14.0 

14  
生徒 60 人の通学時間の分布を表した度数分布表か

ら，ある階級の相対度数を求める 
短答 46.2%  44.5% +1.7 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16(1) 16(2) 17(1) 17(2) 17(3)



15  
ハンドボール投げの記録の分布を表したヒストグラ

ムから，記録の最頻値を求める 
短答 34.0% 28.2% +5.8 

16 

（１） 
示された模様の中で，平行移動で重ね合わせることが

できる三角形の個数を求める 
短答 40.9% 44.6% -3.7 

（２） 
正方形の紙を２回折りにし，切って開いた模様が，示

された模様になるものを選択する 
選択 74.8% 75.0% -0.2 

17 

（１） 横の長さが与えられた長方形が含まれる階級を書く 短答 76.5% 66.5% +10.0 

（２） 

まとめ直したヒストグラムの特徴を基に，学級の生徒

が美しいと思う長方形について新たにわかることを

説明する 

記述 45.8% 21.9% +23.9 

（３） 
図２のヒストグラムで最も度数の大きい階級に含ま

れることになるものを選ぶ 
選択 28.4% 31.2% -2.8 

【改善が図られた問題】 

・円錐の体積と底面が合同で高さが等しい円柱の体積との関係を問う問題

（８） 

・分布の範囲の意味を問う問題（13） 

・資料の傾向を的確に捉え，事柄の特徴を数学的に説明する問題（17（２）） 

 

【課題が見られる問題】 

・直線が平面に垂直であるかどうかを調べる方法を問う問題（７） 

・比例の式について，xの値の増加に伴う yの増加量を求める問題（10） 

・与えられた比例のグラフから，xの変域に対応する yの変域を求める問題

（12） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 12 の設問 （正答率：37.3%）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    グラフを用いて変域を視覚的に捉え，変域を求めることができるよう指導

する 

【第１学年】 Ｃ 関数 

（１）比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （エ）比例，反比例を表，式，グラフなどに表すこと。 

指導に当たっては，グラフを用いて変域を視覚的に捉える活動を取り入れ，

与えられた xの変域から対応する yの変域を求めることができるようにするこ

とが大切です。 

本問題を使って授業を行う際には，与えられた xの変域の端点に対応するグ

ラフ上の点を求め（図１），それらを端点とするグラフ上の部分をなぞる（図

２）ことで視覚的に捉えられるようにした上で，なぞったグラフの部分を y軸

に対応させて，yの変域を読み取る（図３）活動を取り入れることが考えられ

ます。なお，右下がりの直線のグラフや反比例，関数 y=ax２のグラフにおいて

も，このように変域を捉える活動を取り入れることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット(中学校)」内の「数学 第 19弾 比例・反比例 csu_viva19007」

から，ダウンロードできます。 

 ＊生徒の端末では，「ＣＢＴシステム」にログインし，「ワークシート」内の「中学校→１年生

→数学→変化と対応」の「比例，反比例★」から，上記のワークシートをダウンロードでき

ます。 



令和４年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校理科） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物理的分野 科学的分野 生物的分野 地学的分野 

59.2% 
(10.1問/17問) 

1.76% 54.8% 66.2% 60.8% 55.9% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1 

（１） 
３日間の気象衛星の雲画像から，札幌と東京の天気を

選択する 
選択 81.0% 73.6% +7.4 

（２） 
３日間の気象衛星の雲画像から，日本付近の雲の動き

方を選択する 
選択 58.5% 47.4% +11.1 

２ 

（１） 
振り子が１往復する時間と振れ幅の関係を調べる実

験方法を選択する 
選択 65.4% 65.2% +0.2 

（２） 振り子が１往復する平均の時間を求める 短答 32.3% 34.0% -1.7 

（３） 
振り子の運動の規則性から，振り子時計の調整の仕方

を選択する 
選択 41.6% 52.2% -10.6 

（４） 
金属の熱膨張を示すグラフから，振り子時計の軸にふ

さわしい金属を選択する 
選択 79.8% － － 

３ 

（１） 
氷砂糖を細かく割ったときの全体の重さについて，当

てはまるものを選択する 
選択 80.4% 79.7% +0.7 

（２） 
氷砂糖を水に溶かしたときの全体の重さについて，当

てはまるものを選択する 
選択 60.5% 64.2% -3.7 

（３） 
砂糖水に溶けている氷砂糖の様子について，実験結果

から適切な図を選択し，選んだわけを記述する 
記述 61.8% 49.2% +12.6 

（４） 
梅ジュースに溶けている砂糖の濃さについて，適切に

説明しているものを選択する 
選択 62.3% 60.7% +1.6 

４ 

（１） 
植物の発芽に必要な条件を調べるための実験につい

て，実験方法を選択する 
選択 64.2% － － 

（２） 

植物の発芽に必要な条件を調べるための実験の考察

について，改善の理由を「日光」「温度」ということ

ばを使って記述する 

記述 42.1% 37.0% +5.1 

（３） 
発芽前後の子葉に含まれるデンプンについて，予想が

正しい場合の結果を選択する 
選択 63.3% 65.8% -2.5 

（４） 
発芽前後の子葉に含まれるデンプンについて，実験結

果から予想を振り返り，より妥当な考えを選択する 
選択 73.6% 76.9% -3.3 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

1(1) 1(2) 2(1) 2(2) 2(3) 2(4) 3(1) 3(2) 3(3) 3(4) 4(1) 4(2) 4(3) 4(4) 5(1) 5(2) 5(3)



５ 

（１） 方位磁針の適切な操作方法を選択する 選択 37.7% 34.3% +3.4 

（２） 
観察結果を基に，観察した３時間前の月の形と位置を

選択する 
選択 56.2% 48.8% +7.4 

（３） 
モデルを使った実験結果を基に，月の満ち欠けから月

の位置を選択する 
選択 46.2% 49.1% -2.9 

 

【改善が図られた問題】 

・３日間の雲画像を分析して解釈し，日本付近の雲の動き方を選択する問題 

（１（２）） 

・水に溶けているものの様子について，実験結果を基に自分の考えを改善し

て，その理由を説明する問題（３（３）） 

 

【課題が見られる問題】 

・実験結果を適切に処理し，振り子が 1 往復する時間を求める問題（２（２）） 

・振り子の運動の規則性を振り子時計の調整の仕方に適用する問題（２（３）） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ２（３） の設問 （正答率：41.6 %）                             

  



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

適切な表現を用いて考察し,振り子の規則性を的確に捉えられるように指導

する 

【第５学年】 Ａ 物質・エネルギー 

（２） 振り子の運動の規則性について，振り子が１往復する時間に着目し

て，おもりの重さや振り子の長さなどの条件を制御しながら調べる活

動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身

に付けること。 

(ｱ) 振り子が１往復する時間は，おもりの重さなどによっては変わ

らないが，振り子の長さによって変わること。 

振り子の運動の規則性を振り子時計の調整の仕方に適用するためには,実験結

果からいえることについて適切な表現を用いて考察し,振り子の運動の規則性を

的確に捉えておくことが大切です。 

指導に当たっては,振り子の運動の速さや振り子の 1 往復する時間などについ

て説明する際に,対象を明確にした表現を用い,何について説明しているかを省

略せずに説明する活動が重要です。例えば,振り子の運動について考察する場面

において,「長い・短い」などの言葉を使う際は,「1往復する時間が短い」のよ

うに対象を明確にした表現を用いるようにすることが大切です。また,「長い・

短い」という言葉を振り子の長さや 1 往復する時間に用い,「大きい・小さい」

という言葉を振れ幅に用いるようにするなど,言葉を適切に使い分けることが考

えられます。特に「はやい」という言葉を用いて考察している場合,1往復する時

間と振り子の運動の速度を混同している場合があるので,区別して用いることが

できるようにする必要があります。 

 

  



③ 課題に対応したワークシート 

 

 
 

 

 

 

  

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学 -Viva!!セット（小学校）」内の「理科 第 10 弾 ふりこのきまり 

sri_viva10003」から，ダウンロードできます。 

 ＊生徒の端末では，「ＣＢＴシステム」にログインし，「ワークシート」内の「小学校→５年生

→理科→ふりこのきまり」の「ふりこのきまり（ふりこの長さ）★★」から，上記のワーク

シートをダウンロードできます。 



２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物理的分野 科学的分野 生物的分野 地学的分野 

42.4% 
(7.2問/17問) 

5.56% 48.8% 40.6% 50.0% 32.8% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1 

（１） 成長して種子になる部分の名称を選択する 選択 74.0% 71.8% +2.2 

（２） 
示された花の模式図にならって，アブラナの花のつく

りを表した模式図を選択する 
選択 64.9% 65.5% -0.6 

（３） 

「チューリップの花が開くには，温度が関係してい

る」という考察の根拠となる実験結果の組み合わせを

選択する 

選択 30.2% 38.9% -8.7 

（４） 

チューリップの花が開く温度を明らかにするための

追実験を計画するに当たって，実験結果の考察から設

定する温度を答える 

短答 30.7% 33.3% -2.6 

２ 

（１） 
水 100gに物質 50gを加えた水溶液の質量パーセント

濃度を求める 
短答 20.6% 18.7% +1.9 

（２） 
「石灰水が白くにごった」等の実験結果から，発生し

た気体の名称を選択する 
選択 85.0% － － 

（３） 
溶解度のグラフから，２種類の物質のうち一方が水に

全て溶ける温度を選択する 
選択 38.4% 39.2% -0.8 

（４） 
実験結果や溶解度のグラフから，考えられる物質の組

み合わせを選択する 
選択 18.2% 22.4% -4.2 

３ 

（１） 
音の波形を比較し，音の高さが高くなった根拠とし

て，正しいものを選択する 
選択 46.8% 48.8% -2.0 

（２） 

音の高さは，空気の部分の長さに関係しているという

仮説が正しい場合に得られる結果を予想して選択す

る 

選択 38.0% － － 

４ 

（１） 
光の入射角と屈折角の大きさの関係として適切な組

み合わせを選択する 
選択 49.4% 42.6% +6.8 

（２） 光の屈折によって起こる現象を２つ選択する 選択 60.8% － － 

５ 

（１） 
地層が堆積した当時の環境を知る手がかりとなる化

石の名称を答える 
短答 30.6% 38.9% -8.3 

（２） 
ボーリング調査の結果から，ある地点の海面からの高

さとして適切なものを選択する 
選択 27.3% 19.5% +7.8 

（３） 
堆積岩の特徴についてまとめた表中に入る，適切なこ

とばの組み合わせを選択する 
選択 46.2% 52.0% -5.8 
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20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

1(1） 1(2） 1(3） 1(4） 2(1） 2(2） 2(3） 2(4） 3(1） 3(2） 4(1） 4(2） 5(1） 5(2） 5(3） 5(4） 5(5）



 

５ 

（４） 
火成岩のつくりの理由について，マグマが冷えて固ま

った場所と冷え方に関連付けて書く 
記述 26.0% 32.1% -6.1 

（５） 
ある火成岩の観察結果から，含まれる鉱物の割合とつ

くりの名称について，適切な組み合わせを選択する 
選択 33.3% 34.4% -1.1 

【改善が図られた問題】 

・光が空気中からガラス，ガラスから空気中に入射するときの入射角と屈折角

の関係として適切な組み合わせを選択する問題（４（１）） 

・ボーリング調査の結果を比較して，ある地点の地表の海面からの高さを求め

る問題（５（２）） 

 

【課題が見られる問題】 

・「花が開くには温度が関係している」という考察を導くために，実験結果を分

析し解釈して，比較する実験結果の組み合わせを指摘する問題（１（３）） 

・地層が堆積した当時の環境を知る手がかりとなる，化石の名称を答える問題 

（５（１）） 

・火成岩の観察結果とマグマの冷え方に関する知識を活用して，火成岩が等粒

状組織になった理由を説明する問題（５（４）） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 １（３） の設問 （正答率：30.2 %）                             

  



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    実験の目的に合わせて，予想を基に観察・実験の条件を考え，観察・実験

を計画できるよう指導する 

第２分野 （１）いろいろな生物とその共通点 

(イ)生物の体の共通点と相違点 

○ア  植物の体の共通点と相違点 

身近な植物の外部形態の観察を行い，その観察記録などに基づいて，

共通点や相違点があることを見いだして，植物の体の基本的なつくりを

理解すること。また，その共通点や相違点に基づいて植物が分類できる

ことを見いだして理解すること。 

条件制御については,小学校において,発芽の条件を確かめる実験など,幾つか

の内容で学んでいます。中学校理科においても,小学校での学習の成果を生かし,

条件を意識させたり制御させたりする指導を充実することが大切です。 

指導に当たっては,教師が実験の要因や条件を全て示すのではなく,予想を確

かめるための変える条件（独立変数）を考えさせたり,条件を具体的に設定させ

たりして,観察・実験を計画する学習活動を充実して,科学的に探究する能力や態

度を育てることが大切です。 

例えば，中学校の第２分野の「生命」を柱とする領域において,蒸散やだ液の働

きを調べる実験を行う際，実験における変える条件（独立変数）と変える条件に

伴って変わる事象(従属変数)を挙げさせ,独立変数の変化に応じて,従属変数が

どのように変化するかを予想させます。そして,その予想を基に,実験の計画を行

うことなどが考えられます。 

分析し解釈する場面では,科学的な知識や概念を用いたり,観察・実験の結果を

根拠にしたりして,筋道を立てて考えをまとめるように指導することが大切です。

例えば,発表の際には,「先に結論を述べ,次に結論の根拠を述べる」ように指導

することも考えられます。 

 

  



③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学 -Viva!!セット (中学校 )」内の「理科  第 21 弾  だ液のはたらき 

cri_viva21003」から，ダウンロードできます。 

 ＊生徒の端末では，「ＣＢＴシステム」にログインし，「ワークシート」内の「中学校→２年生

→理科→動物の体のつくりとはたらき」の「だ液のはたらき②★★」から，上記のワークシ

ートをダウンロードできます。 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成２４年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

 


